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琉球大学法文学部新棟215教室
※先着250人

　　平成19年10月12日(金) 
17:15～18:15
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発表者 ール

話題 アキサミヨー:世界初の顕微受精成功から見えるもの話題 アキサミヨー:世界初の顕微受精成功から見えるもの

　個体誕生の出発点であるヒトの受精は母体内でおこる（体内
受精）。柳町は、ハムスターを使って母体外の人工培養液の中
で受精に初めて成功した（世界初の体外受精1964年）。それか
ら14年後、ヒトでも体外受精児誕生にいたった（1978年）。
他方、琉大出身で名古屋大で顕微解剖装置を使ってウニの受精
を研究した私がハワイ大の柳町の招聘を受けほ乳類の顕微受精
研究に取り組んだ。苦闘のすえ、ハムスターの精子核、ヒトの
生きた精子や凍結乾燥処理した死んだ精子さえも細いピペット
で吸ってハムスターの卵に直接いれてやれば生きかえり、正常
な（？）受精現象が進行した（世界初の顕微受精1976年）。
私の研究材料であるウニの精子でもマウス卵に注入してやれば
受精現象はおこる（1997年）。なんと卵はすばらしいか。ほ乳
類の卵が、ウニの精子さえも数億年以上前に仲間だったことを
覚えてくれて、生命を確かめ合っている。同じく受精卵から出
発し、成長した個体集団である現代の人間社会は？「命どぅ
宝」としてきたヒトの視点からも考えたい。

第２回

発表者:上原　剛（琉球大学理学部教授）

上原　　剛
琉球大学教授

略歴
　・琉球大学文理学部生物学科卒（1965）
　・名古屋大学大学院博士課程（1971：理学博士）
　・琉球大学理工学部助手（1971）
　 同大学助教授を経て現在に至る。
　・ハワイ大学医学部研究員（1974-1976）
現在の研究テーマ
　＊ウニ類の種分化の実体と種概念の再構築
　＊生物学を基盤とした人間倫理について　　　　　　
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▼

法文学部新棟２階建物配置図

※なお、学外来訪者にお願いして臨時フォーラムを開催することがあります。

●今後のフォーラム（予定）●

第３回　講　師：上原　良幸（沖縄県企画部長）
 　話　題：沖縄21世紀ビジョンについて
 　日　時：2007年10月26日（金）   17：15〜18：15

第４回　講　師：八田達夫（政策研究大学院大学長）
 　話　題：教養教育について
 　日　時：2007年11月２ 日（金）　 16：00〜18：00

第５回　講　師：山里　勝己（琉球大学教授）
 　話　題：ゲーリー・スナイダーと日本
 　日　時：2007年11月９ 日（金）    17：15〜18：15


